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勝浦市議会表彰
特集記事第４３回は、
勝浦市議会表彰式に
ついてお知らせします。

表彰式
日　時　令和８年２月２６日　午前１０時
場　所　勝浦市議会議場

勝浦市議会表彰は、令和７年１月１日から１２
月３１日を対象に、勝浦市内の小学校・中学校の
児童生徒等でスポーツ、学術、文化等において、
功績が顕著な者を表彰する制度で、今回は、第８
回の表彰式となります。

団体の部・スポーツ部門 団体及び個人の部・スポーツ部門

個人の部・スポーツ部門

豊浜ＳＢＣ
第３６回千葉県小学生男女ソフトボール
選手権優勝
第４２回関東小学生男子ソフトボール
大会出場 等

勝浦ライフセービングクラブ
勝浦小学校　清水 里夏 さん
第２２回全日本ジュニアライフセービング
選手権大会U12女子ビーチリレー（団体）
第３位 等（団体）
第５１回全日本ライフセービング選手権大会
ニッパーボードレース（個人・女子）
第３位（個人）

受賞者　 ( ※ 該当する受賞の内容 )

勝浦中学校　大
お び な た

日方 泰
たいせい

成 さん   
　　　　　　関  眞

ま な と
那斗 さん

第５５回関東中学校ソフトテニス大会
男子個人戦ペアの部　２回戦進出
令和７年度千葉県総合体育大会ソフト
テニス大会　男子個人第５位
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勝浦中学校勝浦中学校　笠原笠原 小小
こ ま ちこ ま ち

真千真千 さん さん
第４９回関東中学校水泳競技大会第４９回関東中学校水泳競技大会
200Ｍ背泳ぎ、200Ｍ個人メドレー200Ｍ背泳ぎ、200Ｍ個人メドレー
出場 等出場 等

総野小学校　磯野 利奈 さん    
第３３回神奈川県硬式空手道大会
女子小学低学年組手の部　優勝 等

上野小学校　古
こ

市
いち

 光
ひかり

 さん   
第５９回弘法大師奉賛高野山競書大会　
全日本書道連盟賞

勝浦中学校　笠原 乙
おと

姫
め

 さん　
第４９回関東中学校水泳競技大会
200 Ｍ個人メドレー、400 Ｍ個人メド
レー出場 等

上野小学校　古
こ

市
いち

 蒼
そう

 さん 
第５９回弘法大師奉賛高野山競書大会
高野山管長賞

上野小学校　滝口 由
ゆう

乃
の

亮
すけ

 さん
令和７年度国土と交通に関する図画コン
クール　佳作

表彰選考委員 委員長：戸坂　健一　 副委員長：久我　惠子
委　員：末吉　定夫　 渡辺　ヒロ子　 狩野　光一　 岩瀬　洋男

個人の部・芸術部門
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勝浦市の新年度予算が決まりました！
　令和８年度の当初予算が、３月市議会定例会で可決されました。
　当初予算はその年度の骨格、市の財政の基本となる予算であり、市の一年間を方向付ける重要な予算
となります。予算審査特別委員会、本会議で慎重に審議した結果、全ての予算案が可決されました。
　一般会計当初予算の規模は、１３１億５，７００万円で、前年度当初予算と比較して５．４％の減額と
なりました。
　特別会計当初予算の規模は、５２億９，９８６万円で、前年度当初予算と比較して１．８％の増額とな
りました。
　今後も限られた予算の公平かつ有効な配分について議論してまいります。

一般会計予算 １３１億５，７００万円

特別会計予算 ５２億９，９８６万円

予算総額 １８４億５，６８６万円

会　計　区　分
当　初　予　算　額

増減率 説　　　　明
令和８年度 令和７年度

一 般 会 計 １３１億５，７００万円 １３９億１，１００万円 △５．４％ 市の基本的な仕事をするための
会計です。

特 別 会 計 ５２億９，９８６万円 ５２億７５７万円 １．８％
特定事業を行う場合に一般会計
と区分して経理をする必要が
あるときに設ける会計です。

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険
（事業勘定） ２３億円 ２２億６，８００万円 １．４％

被保険者の疾病、負傷、出産、
死亡などに際して、必要な保険
給付を行うための会計です。

国民健康保険
（直営診療施設勘定） ６，３７４万円 ６，３７０万円 ０．１％

勝浦診療所において、被保険者
などに診療を行うための会計
です。

後期高齢者医療 ４億２，６９５万円 ３億６，０４０万円 １８．５％
主に７５歳以上の方を対象とし
た後期高齢者医療制度の保険料
を徴収する事務などを行うため
の会計です。

介護保険 ２５億９１７万円 ２５億１，５４７万円 △０．３％
被保険者の要介護度などに応じ
て、必要な保険給付を行うため
の会計です。

合　　計 １８４億５，６８６万円 １９１億１，８５７万円 △３．５％

会計別予算の内訳表

※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。
　詳細については、「広報かつうら４月号」の掲載をご覧ください。
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　令和８年度一般会計、各特別会計の予算を審査するため、７人の委員による「予算審査特別
委員会」を設置し、３月１２日及び１３日の２日間、委員会を開会、その審査を実施しました。

　審査の結果、令和８年度勝浦市一般会計予算については全員賛成、各特別会計の３件につい
ては賛成多数で可決し、最終日の本会議で委員長報告され、全て可決されました。

 主な事業の質問と答弁（要約）
 一般会計予算（歳入予算）
　Ｑ　財政調整基金繰入れに伴う同基金の管理について
　Ａ　令和８年度末の基金残高は約４億８００万円程度となる見込みであるが、令和７年度決

算時の剰余金積立て等により、標準財政規模の１割程度という一般的に望ましい水準は
確保できる見通しである。

一般会計予算（歳出予算）
　Ｑ　ふるさと応援寄附者特産品等贈呈事業における新規返礼品の検討について
　Ａ　生活防衛型の返礼品としてお米に注力するほか、経費率基準の改正を踏まえ、需要が

高まっている宿泊・体験型の返礼品に一番の期待を寄せている。

　Ｑ　子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）の現状等について
　Ａ　現在のサポート会員は８名であり、利用促進に向けてはサポート会員の増員が課題となっ

ている。

　Ｑ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合水道事業補助金の内容と実施時期について
　Ａ　国の交付金を活用し、水道料金軽減支援事業として５ヵ月分の水道基本料金の半額分を

補助し、料金引下げを図るもので、県による同事務組合への支援措置後の実施を予定し
ている。

　Ｑ　かつうらデカ盛り応援券事業の目的と内容について
　Ａ　物価高騰の影響緩和と生活支援のため、国の交付金を活用し、基準日時点での全市民に

１人１万円分のクーポン券を配布するもので、６月中旬以降の配布を予定している。

　Ｑ　鳥獣被害防止対策事業の強化について
　Ａ　被害防止対策資材の購入費補助や罠の設置を現在行っているが、生活圏での被害防止に

向け、今後さらなる対策の強化を検討していく。

　Ｑ　中高生海外研修助成事業の選考方法と対象について
　Ａ　助成要件への合致を審査して選考する。受入れ交換留学生も助成要件に合致すれば対象

となるが、受入れ家庭等への支援は、目的や実績を鑑みると現時点では難しいと考える。

国民健康保険特別会計（歳出予算）
　Ｑ　国民健康保険特別会計におけるデジタル端末活用の目的と内容について
　Ａ　生活習慣病リスクの高い７０名を対象に、端末で健康状態を継続測定し、健康意識の向

上と発症・重症化リスクの低減を図るものである。

委員長： 寺尾　重雄　　副委員長：  松﨑　栄二
委　員： 岩瀬　義信　 久我　惠子　 佐藤　啓史　 鈴木　克己　 戸部　薫
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令和８年３月定例会審議結果
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！		 	
◯３月定例会　会期：２月２６日から３月１７日まで２０日間

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果

議案第１号
専決処分の承認を求めることについて（特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制
定について）

承認

議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和 7 年度勝浦市一般
会計補正予算について） 承認

議案第３号 一般職の職員の給与等に関する条例及び勝浦市一般職の任期付
職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第４号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可決

議案第５号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決

議案第６号 令和７年度勝浦市一般会計補正予算 可決

議案第７号 令和７年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 可決

議案第８号 令和７年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

議案第９号 令和７年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 可決

議案第１０号 工事請負変更契約の締結について 可決

議案第１１号 勝浦市過疎地域持続的発展計画の策定について 総務文教 可決

議案第１２号 勝浦市職員の大学院派遣研修に関する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１３号 勝浦市犯罪被害者等支援条例の制定について 総務文教 可決

議案第１４号 勝浦市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１５号 勝浦市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１６号 勝浦市スポーツ施設設置管理条例及び勝浦市芸術文化交流セン
ター設置管理条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１７号 勝浦市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第１８号 勝浦市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第１９号 令和８年度勝浦市一般会計予算 予算審査 可決

議案第２２号 令和８年度勝浦市介護保険特別会計予算 予算審査 可決

議案第２３号 動産の買入れについて 可決

議案第２４号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること
について 同意

　議会報では、市民生活と深く係わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。　 
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。
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議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

議案
番号 件　　　　名

付
託
委
員
会

結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
戸
部
　
薫

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

岩
瀬
　
琢
弥

長
田
　
悟

岩
瀬
　
清

鈴
木
　
克
已

狩
野
　
光
一

久
我
　
惠
子

寺
尾
　
重
雄

戸
坂
　
健
一

佐
藤
　
啓
史

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

岩
瀬
　
義
信

末
吉
　
定
夫

議案
第２０号

令和８年度勝浦市国民健康
保険特別会計予算 予算審査 可決 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第２１号

令和８年度勝浦市後期高齢者
医療特別会計予算 予算審査 可決 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

●トピックス　その１
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　この交付金は、物価高騰の影響を受けた生活者や事業者の支援を通じて地方創生を
図るため、地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事業を実施できるように創設され
た国からの交付金です。
①かつうらデカ盛り応援券事業　　161,687,000 円

地域経済の消費を下支え及び生活支援のため、全市民向けに勝浦市内の店舗で使用
できる商品券を 1 人につき 10,000 円（500 円券× 20 枚）を発行・配布します。

②学校給食費補助事業　　　　　　　　8,940,000 円
③省エネ家電購入支援事業補助金　　　4,000,000 円

最新の目標年度において省エネ基準達成率 100％以上の家電製品の製品代金、工事
費用の３分の１以内、上限 50,000 円を 1 世帯 1 回。

④水道料金軽減支援事業　　　　　　 51,332,000 円
　水道料金基本料金の半額を５ヵ月分減免します。
⑤介護サービス事業所への支援　　　　8,184,000 円
⑥障害福祉サービス事業所への支援　　1,176,000 円

令和８年３月定例会
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各常任委員会等の活動報告
総務文教常任委員会

・議案第１１号　勝浦市過疎地域持続的発展計画の策定について
・議案第１２号　勝浦市職員の大学院派遣研修に関する条例の制定について
・議案第１３号　勝浦市犯罪被害者等支援条例の制定について
・議案第１４号　勝浦市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第１５号　勝浦市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部

を改正する条例の制定について
・議案第１６号　勝浦市スポーツ施設設置管理条例及び勝浦市芸術文化交流センター

設置管理条例の一部を改正する条例の制定について
・陳情第１号  　東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎

内勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳情

　総務文教常任委員会には議案６件、陳情１件が付託され、３月１０日に委員会を開
催し審査を行いました。付託された議案６件は質疑を経て、全員賛成で可決しました。
陳情１件は賛成多数で採択しました。この審査結果を３月１７日の本会議で委員長が
報告しました。

●トピックス　その２
議案第１６号　勝浦市スポーツ施設設置管理条例及び勝浦
市芸術文化交流センター設置管理条例の一部を改正する条
例の制定について
　勝浦市と鴨川市の公の施設を相互の市民及び団体が、それぞれの市内料金で利用で
きるようになりました。

（市外住民や団体の「市外割増使用料」は無くなります）
〇対象施設
　勝浦市 → ①荒川テニスコート 　　②芸術文化交流センター
　鴨川市 → ①鴨川市総合運動施設 　②小湊さとうみ学校
〇開始時期
　令和８年４月１日から相互利用の開始
　３月議会では、勝浦市と鴨川市との間で、住民サービス、利便性の向上及び住民相
互の交流促進を図るとともに、施設の利用促進、有効活用を図ることを目的に、関係
する条例の改正案が全員賛成で可決されました。
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産業厚生常任委員会

議会運営委員会

広報広聴常任委員会

・議案第１７号　勝浦市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第１８号　勝浦市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について

　産業厚生常任委員会には以上の議案２件が付託され、３月１１日に委員会を開催し
審査を行いました。付託された議案２件は質疑を経て、全員賛成で可決しました。この
審査結果を３月１７日の本会議で委員長が報告しました。

・陳情第２号　議会改革に伴う議員定数 更なる削減を求める事に関する陳情

　議会運営委員会は、３月１１日に委員会を開催し審査を行い、付託された陳情第２号
につきまして賛成少数により不採択とすべきものと決定いたしました。この審査結果を
３月１７日の本会議で委員長が報告しました。

　広報広聴常任委員会では、勝浦市議会だより「みんなのギカイ」を本年８月発行号か
らリニューアルする方向で検討を行っています。
　長年にわたり行ってまいりました市民団体の皆様との対談に変わり、市より提案され
た議案の内容や、本会議や各委員会で行われた議員と市側とのやり取り等を掲載してい
く方向で考えております。
　どのような誌面になるか、どうかご期待ください。
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１月２２日
静岡県西伊豆町議会 第２常任委員会
視察内容：勝浦漁港、かつうら朝市
　　　　　勝浦宇宙通信所現地視察

１月２７日
静岡県沼津市議会 会派 志政会　
視察内容：空き校舎活用対策事業について

２月９日
宮城県柴田町議会 会派 幸政会　
視察内容：小中学校の学校給食について

２月１０日
青森県八戸市議会 会派 きずなクラブ
視察内容：朝市の活性化について
　　　　　朝市を中心とした観光について
　　　　　勝浦市の観光施策について

行政視察受入～本市の取り組みを全国へ～
　令和８年１月及び２月の２ヵ月間にわたり、全国から４自治体の委員会及び会派の皆様
が行政視察のために来勝されました。
　視察当日、参加者の皆様は本市の施策内容や課題解決に向けた取り組み等について、
担当者の説明に非常に熱心に耳を傾けられていました。質疑応答の場面では、現場の状
況に即した鋭い質問が飛び交い、同席した本市市議会議員や議会事務局にとっても、他
自治体の視点に触れる大変有意義な意見交換の場となりました。
　また、今回の受入にあたっては、勝浦漁業協同組合、JAXA勝浦宇宙通信所、勝浦市
観光協会及びかつうら朝市の会の皆様に多大なるご協力をいただきました。現場での実務
的な説明や施設案内により、より深く本市の現状を理解していただくことができました。
この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　本市議会では、今後もこうした交流を通じて地域の魅力を発信するとともに、全国の
好事例を学び、より良いまちづくりに努めてまいります。
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Ｑ
市
政
４
年
間
の
総
括
と

次
期
市
長
選
へ
の
考
え
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
や
安
全
安

心
の
確
保
に
取
り
組
み
、
こ

ど
も
未
来
応
援
課
の
設
置
な

ど
一
定
の
基
盤
を
整
え
て
き

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
前
へ
進
め
る
た
め
、

次
期
市
長
選
に
出
馬
す
る
。

Ｑ
最
も
重
要
な
課
題
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
防
災
を
最
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
避
難
体
制
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
、
市
内
経
済
の

活
性
化
と
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
定
住

促
進
や
雇
用
の
場
の
確
保
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
。

Ｑ
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た

ご
み
・
し
尿
処
理
広
域
化
の

現
状
は
。

Ａ
白
紙
と
な
っ
て
い
た
計

画
に
改
め
て
向
き
合
い
、
関

係
自
治
体
と
の
対
話
を
重
ね
、

市
原
市
と
の
広
域
処
理
に
合

意
す
る
こ
と
が
で
き
、
長
年

の
課
題
が
前
進
し
つ
つ
あ
る
。

Ｑ
観
光
施
策
の
取
り
組
み

と
成
果
に
つ
い
て
。

Ａ
情
報
発
信
の
強
化
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
る

中
で
、
観
光
客
は
着
実
に
回

復
し
て
き
た
。
海
中
公
園
周

辺
の
整
備
な
ど
も
進
み
、
地

域
全
体
の
魅
力
向
上
に
つ
な

が
り
つ
つ
あ
る
。

Ｑ
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
再
開

発
の
現
状
と
、
民
間
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ
就
任
直
後
か
ら
企
業
と

対
話
を
重
ね
、
長
年
停
滞
し

て
い
た
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
再

開
発
計
画
が
動
き
出
し
、
設

計
段
階
に
至
っ
た
。
新
た
な

観
光
拠
点
と
し
て
、
再
生
へ

渡辺ヒロ子議員

の
道
筋
が
見
え
て
き
た
。
ま

た
、
商
業
施
設
の
進
出
や
旧

校
舎
の
利
活
用
な
ど
、
具
体

的
な
動
き
が
生
ま
れ
、
地
域

の
活
力
や
雇
用
に
つ
な
が
る

広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｑ
世
代
間
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
う
図
り
つ
つ
、
高
齢
者
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ
デ
マ
ン
ド
交
通
の
拡
充

や
移
動
販
売
の
導
入
な
ど
に

よ
り
、
移
動
や
買
物
の
支
援

を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

Ｑ
市
政
運
営
を
踏
ま
え
、

今
後
に
向
け
た
決
意
を
伺
う
。

Ａ
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、積
み
重
ね
て
き
た
取

り
組
み
を
着
実
に
実
ら
せ
、

次
の
世

代
に
つ

な
が
る

ま
ち
づ

く
り
を

進
め
て

い
き
た

い
。

市
長
の
任
期
満
了
を
控

え
た
市
政
運
営
の
総
括

と
次
期
市
政
へ
の
展
望

に
つ
い
て

３
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。全
文
は
、勝
浦
市
議
会
会
議
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

3 月 4日
渡
辺
ヒ
ロ
子
議
員
①
市
長
の
任
期
満
了
を
控
え
た
市
政
運
営
の
総
括
と
次
期

市
政
へ
の
展
望
に
つ
い
て　

久
我
惠
子
議
員
①
防
災
井
戸
の
設
置
調
査
に
つ
い
て

②
災
害
時
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て

佐
藤
啓
史
議
員
①
市
の
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

②
包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て

長
田　

悟
議
員

①
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
主
な
事
業
の
実
績
状
況

及
び
本
市
に
お
け
る
明
る
い
兆
し
事
業
に
つ
い
て

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
地
域
解
消
策
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

③
高
校
生
等
通
学
定
期
購
入
費
補
助
事
業
の
検
討
に
つ
い
て

岩
瀬
琢
弥
議
員
①
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

3 月 5日
鈴
木
克
已
議
員
①
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
、
買
い
物
困
難
者
に
対
す
る
対
策
に

つ
い
て

②
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
対
策
に
つ
い
て

戸
部　

薫
議
員
①
本
市
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
の
課
題
、
及
び
解
決
の
方
策
に

つ
い
て

②
教
育
環
境
、
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
つ
い
て

岩
瀬　

清
議
員
①
勝
浦
市
の
農
政
に
つ
い
て

②
勝
浦
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

狩
野
光
一
議
員
①
市
営
漁
港
の
管
理
に
つ
い
て

②
令
和
７
年
度
の
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
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佐藤啓史議員

久我惠子議員

防
災
井
戸
の

設
置
調
査
に
つ
い
て

災
害
時
の

情
報
伝
達
に
つ
い
て

市
の
広
報
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て

Ｑ
令
和
７
年
３
月
議
会
に

お
い
て
「
防
災
井
戸
の
設
置

及
び
指
定
」
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
市
は
共
助
及
び
地
域

防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
に

も
防
災
井
戸
の
設
置
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
答
弁
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

現
在
ま
で
防
災
井
戸
の
設
置

は
進
ん
で
い
な
い
。
設
置
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
災
害
発
生
後
の
避
難
生

活
に
お
い
て
生
活
用
水
の
確

保
が
困
難
に
な
る
事
か
ら
、

代
替
え
水
源
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、

自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ

て
い
る
16
区
に
対
し
て
聞
き

取
り
を
進
め
て
い
る
。今
後
、

各
区
に
調
査
を
広
げ
た
い
と

考
え
る
。

Ｑ
勝
浦
市
が
他
の
自
治

体
、
民
間
企
業
、
各
種
団
体

と
結
ん
で
い
る
「
包
括
連
携

協
定
」
の
件
数
と
内
容
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

Ａ
本
市
が
締
結
し
て
い
る

各
種
協
定
の
数
は
、
令
和
８

年
１
月
末
現
在
で
87
件
あ

り
、
そ
の
う
ち
包
括
連
携
協

定
は
11
件
で
、
相
手
方
は
学

校
法
人
が
３
件
、
民
間
企
業

が
８
件
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
包
括
連
携
協
定
に
お
け

る
課
題
は
あ
る
か
。
今
後
展

開
し
て
い
き
た
い
包
括
連
携

協
定
は
あ
る
か
。

Ａ
包
括
連
携
協
定
が
形
骸

化
す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な

分
野
に
お
け
る
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
継
続

し
て
展

開
し
て

い
き
た

い
。

Ｑ
千
葉
県
は
令
和
７
年

４
月
に
災
害
情
報
等
を
音

声
で
確
認
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ユ
ニ
ボ
イ

ス
ブ
ラ
イ
ン
ド
」
を
導
入
し

た
。
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
や
高
齢
者
へ
の
支
援
の
た

め
、「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
ブ
ラ
イ

ン
ド
」
の
周
知
が
必
要
と
考

え
る
。

Ａ
誰
も
が
必
要
な
情
報
を

取
得
で
き
る
環
境
整
備
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。「
ユ

ニ
ボ
イ
ス
ブ
ラ
イ
ン
ド
」
の

周
知
・
啓
発
に
努
め
た
い
と

考
え
る
。

Ｑ
災
害
時
に
誰
も
が
利
用

で
き
る
よ
う
「
災
害
協
力
井

戸
」
の
登
録
制
度
に
つ
い
て

も
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、登
録
に
向
け
、

停
電
時
の
対
策
と
し
て
手
動

ポ
ン
プ
の
設
置
費
用
等
に
補

助
金
等
の
助
成
が
必
要
と
考

え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
災
害
協
力
井
戸
登
録
制

度
に
つ
い
て
も
導
入
に
向
け

て
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
ま
た
、
手
動
ポ
ン
プ
の

設
置
費
用
等
の
助
成
に
つ
い

て
は
停
電
時
に
活
用
が
図
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
防
災

力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
補
助
に
つ

い
て
は
先
進
事
例
を
参
考
に

情
報
収
集
に
努
め
る
が
、
孤

立
集
落
対
策
事
業
に
お
い
て

も
地
域
が
実
施
す
る
事
業
と

し
て
対
応
で
き
る
の
で
、
地

域
に
お
い
て
も
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。

Ｑ
市
の
広
報
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ど
の
部
署
が
ど

の
よ
う
な
役
割
分
担
で
行
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
広
報
か
つ
う
ら
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
総
務
課

が
、
か
つ
う
ら
メ
イ
ト
は
消

防
防
災
課
が
、
勝
浦
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
情
報
政
策
課

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
を
活

用
し
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ
子
育
て
支
援
施
策
や
移

住
施
策
に
つ
い
て
、
市
外
へ
の

情
報
発
信
は
十
分
に
行
わ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ
都
市
部
で
開
催
さ
れ
る

移
住
相
談
会
や
移
住
フ
ェ
ア

に
職
員
及
び
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
参
加
し
、
来
場
者

に
本
市
の
施
策
や
地
域
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

Ｑ
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
効
果
や
検
証
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。

Ａ
成
果
指
標
な
ど
を
設
定

し
て
い
な
い
た
め
、
行
っ
て

い
な
い
。

Ｑ
市
と
し
て
１
本
化
し
た

広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

体
制
を
構
築
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

Ａ
関
係
部
署
で
共
有
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
果

的
な
発
信
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強

化
及
び
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
活

用
し
た
広
報
と
戦
略
の
策
定

が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
関
係
課
に
お
け
る
各
種

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
基
本
方
針
を
策
定
し
、

時
代
に
合
っ
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
に
努
め
て

い
き
た
い
。
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岩瀬琢弥議員

長田　悟議員

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

難
視
聴
地
域
解
消
策
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

高
校
生
等
通
学
定
期
券

購
入
後
補
助
事
業
の
検

討
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
当
初
予
算

に
お
け
る
主
な
事
業
の

実
績
状
況
及
び
本
市
に

お
け
る
明
る
い
兆
し
事

業
に
つ
い
て

Ｑ
各
分
野
に
お
け
る
明
る

い
兆
し
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

事
業
の
進
展
、
磯
焼
け
対
策

に
お
け
る
勝
浦
市
藻
場
保
全

対
策
協
議
会
の
発
足
、
３
地

区
の
土
地
改
良
事
業
の
推

進
、
国
道
２
９
７
号
松
野
バ

イ
パ
ス
の
１
工
区
の
橋
り
ょ

う
の
下
部
工
事
及
び
工
事
用

道
路
施
工
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
各
事

業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

松野バイパス（１工区）

Ｑ
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
有

無
や
情
報
格
差
の
拡
大
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
正
確
な
行
政
情
報
を
迅

速
に
届
け
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
注
意
喚
起
の
発
信
や

相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
国
の
掲
げ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に

優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
理

念
の
下
、
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
偽
情
報
対
策
で
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
か
つ
う
ら
メ
イ

ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
正
確

な
情
報
を
迅
速
に
伝
え
て
い

き
ま
す
。
よ
り
よ
い
方
法
を

模
索
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

活
用
し
た
視
聴
エ
リ
ア
を
拡

大
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
そ
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
今
後
、
市
内
20
の
共
同

受
信
施
設
組
合
及
び
各
区
を

対
象
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
受
信
状
況
、
共
同
受
信

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
活

用
し
た
視
聴
に
関
す
る
要
望

の
有
無
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め

た
上
で
、
通
信
事
業
者
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
活
用

し
た
テ
レ
ビ
視
聴
可
能
地
域

の
拡
大
に
つ
い
て
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
市
長
会
か
ら

Ｑ
子
育
て
支
援
、
人
口
流

出
阻
止
、
外
房
線
等
の
存
続

の
観
点
か
ら
、
自
費
限
度
額

と
し
て
、
そ
れ
を
超
え
る
額

に
つ
い
て
補
助
対
象
と
す
る

な
ど
支
給
要
件
の
検
討
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
高
等
学
校
等
の
進
学
先

は
個
人
に
よ
り
様
々
で
あ

り
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
現

状
の
制
度
を
継
続
し
て
い
き

令
和
８
年
度
に
お
け
る
国
に

対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て

照
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

本
年
１
月
30
日
に
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
地
域
格
差
な

く
継
続
的
に
視
聴
で
き
る
よ

う
、
国
及
び
放
送
事
業
者
に

よ
る
地
域
の
実
情
に
即
し
た

適
切
な
支
援
に
つ
い
て
要
望

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

た
い
と
考
え
ま
す
。

い
き
ま
す
。

Ｑ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
入
り
口
と
し

た
闇
バ
イ
ト
に
よ
る
強
盗
や

特
殊
詐
欺
な
ど
犯
罪
行
為

の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

Ａ
若
年
層
か
ら
高
齢
者
層

ま
で
啓
発
活
動
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
に
は
警
察
や
消
費
者
セ
ン

タ
ー
な
ど
適
切
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
案
内
を
徹
底
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
よ
り
、
端
末
や
通
信

環
境
を
用
意
で
き
る
人
と
そ

う
で
な
い
人
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
に
差
が
生
じ
て
し

ま
う
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

Ａ
ス
マ
ホ
教
室
や
ス
マ
ホ

相
談
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
相
談

や
使
用
も
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
欲
し

い
情
報
の
入
手
や
手
続
の
お

手
伝
い
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
不
慣
れ
な
高
齢
者
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

Ａ
細
や
か
な
対
応
に
よ
り

不
安
を
取
り
除
き
、
安
心
し

て
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使

え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
と

格
差
の
解
消
を
図
ら
な
け
れ

ば
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
際
に
負

担
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
地
域
活
性
化
起
業
人
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

教
室
や
相
談
開
催
に
よ
る
住

民
の
支
援
を
行
い
、
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

な
ど
に
よ
る
市
職
員
の
業
務

効
率
化
も
取
り
組
み
ま
す
。
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ヤックス移動販売

旧総野小学校玄関

Ｑ
障
が
い
者
の
就
労
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
障
が
い
の
あ
る
方
が
自

立
し
た
社
会
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
福
祉
的
就
労
の
場
の

Ｑ
本
市
の
小
中
学
校
の
教

員
は
、
定
数
ど
お
り
の
配
置

で
す
か
。
ま
た
、
産
育
休
者

や
病
休
者
の
代
替
教
員
は
、

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
教
職
員
は
、
全
小
中
学

校
に
定
数
ど
お
り
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
気
休

職
者
や
育
児
休
業
者
の
代
替

教
員
は
全
て
確
保
さ
れ
て
お

り
、
代
替
教
員
と
の
引
き
継

ぎ
期
間
は
状
況
に
応
じ
て
確

保
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
全
国
的
に
は
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
本
市
の
実
態
と
傾
向

を
伺
い
ま
す
。

Ａ　
本
市
に
お
い
て
も
、
不

登
校
の
児
童
・
生
徒
が
お
り

ま
す
が
、
人
数
に
大
き
な
変

化
は
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
家
庭

Ｑ
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
の
状
況
と
今
後
の
拡
充

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ
対
象
者
に
対
し
、
申
請

率
、
利
用
率
が
低
い
の
で
、

一
層
の
制
度
周
知
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
利
用
券
１
枚
当

た
り
の
金
額
が
４
０
０
円

で
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運

賃
と
一
致
し
て
い
な
い
た

め
、
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
高
齢
者
が
抱
え
る
買
い

物
な
ど
の
課
題
解
決
に
対
す

る
対
応
や
実
践
と
共
に
、
今

後
の
拡
充
方
針
に
つ
い
て
、

移
動
販
売
な
ど
の
例
を
挙
げ

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
ヤ
ッ
ク
ス
が
、
興
津
地

区
１
か
所
、
上
野
地
区
２
か

所
、
総
野
地
区
４
か
所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

本
市
の
学
校
教
育
の
課
題

と
解
決
の
方
策
に
つ
い
て

教
育
環
境
、教
育
施
設・

設
備
の
充
実
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の
生
活
支

援
、
買
い
物
困
難
者
に

対
す
る
対
策
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
自
立
に
向

け
た
取
り
組
み
へ
の
対
策

も
２
事
業
者
が
行
っ
て
お

り
、
今
後
は
事
業
者
と
協

議
し
、
新
規
巡
回
場
所
の
追

加
や
巡
回
場
所
の
見
直
し
な

ど
、
買
い
物
困
難
な
状
況
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
巡
回
場
所
な
ど
を
、
き

め
細
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
が
、
事
業
者
を
増
や

す
た
め
に
燃
料
費
一
部
助
成

と
か
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ａ
燃
料
費
助
成
な
ど
の
新

設
に
つ
い
て
必
要
な
対
策
を

検
討
し
ま
す
。

確
保
や
公
的
機
関
で
の
雇
用

促
進
、
民
間
企
業
で
の
雇
用

の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
障
が
い
の
あ
る
方
の
働

け
る
場
所
の
確
保
や
就
労
支

援
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
就
業
、
生
活
面
の
一
体

的
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
就

労
場
所
紹
介
な
ど
、
自
立
・

安
定
し
た
生
活
の
実
現
を

図
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
軽
度
な
障
が
い
者
の
就

業
先
と
な
る
特
例
子
会
社

を
、
積
極
的
に
誘
致
し
て

は
如
何
か
と
思
う
が
見
解

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
特
例
子
会
社
の
み
な
ら

ず
、
就
労
の
場
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
今
年
３
月
末
で
市
内
の

小
学
校
は
、
勝
浦
小
、
上
野

小
の
２
校
に
統
合
さ
れ
ま

す
。
本
市
の
学
校
教
育
に
つ

い
て
、
今
日
時
点
で
の
解
決

す
べ
き
課
題
、
及
び
解
決
の

方
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
喫
緊
の
教
育
的
課
題

は
、
小
学
校
の
統
合
と
考
え

て
い
ま
す
。
統
合
後
も
全
児

童
が
、
安
心
安
全
な
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

昨
年
度
か
ら
２
年
間
か
け
て

学
校
間
の
交
流
事
業
を
行

い
、
教
職
員
の
配
置
や
増

員
、
支
援
員
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
子
ど
も

と
親
の
相
談
員
の
配
置
な

ど
、
安
心
し
て
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
な
体
制
を

整
備
し
て
参
り
ま
す
。

訪
問
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

実
施
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
訪

問
相
談
教
員
の
活
用
な
ど
に

よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
教
育
・
学
習
環
境
の
充

実
の
た
め
特
別
教
室
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

Ａ
勝
浦
中
学
校
の
特
別
教

室
は
、
昨
年
５
月
に
設
置
が

完
了
し
使
用
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
は
、
一
部
未
設
置
が

あ
り
検
討
し
て
参
り
た
い
。

Ｑ
給
食
費
の
無
償
化
以
外

の
保
護
者
の
教
育
費
負
担
軽

減
策
を
具
体
的
に
伺
い
ま
す
。

Ａ
学
習
支
援
で
は
、
Ｗ
ｉ

―
Ｆ
ｉ
環
境
の
無
い
家
庭
に

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸

与
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
・
定
期
代
の
補
助
等
が

あ
り
ま
す
。
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田おこし

Ｑ
今
年
度
当
初
予
算

２
２
５
万
円
が
計
上
さ
れ
た

中
高
生
海
外
研
修
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
不
足
、
問
題
点

は
な
か
っ
た
か
実
施
内
容
を

伺
い
ま
す
。

Ａ
今
年
度
か
ら
、
中
高
生

が
自
ら
希
望
す
る
国
及
び
内

容
で
研
修
す
る
こ
と
に
対
し

助
成
す
る
事
業
と
し
ま
し
た

が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
申

請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ
市
営
駐
車
場
有
料
化
の

成
果
と
評
価
を
伺
う
。

Ａ
24
時
間
管
理
で
観
光
客

や
市
民
の
利
便
性
は
向
上
し

た
と
認
識
す
る
。
ま
た
、
新

た
な
自
主
財
源
が
確
保
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
７
年
度
の
事
業
者
納
付

額
の
予
定
と
実
績
を
伺
う
。

令
和
７
年
度
の
新
し
い

取
り
組
み
に
つ
い
て

市
営
漁
港
の

管
理
に
つ
い
て

勝
浦
市
の

教
育
行
政
に
つ
い
て

勝
浦
市
の
農
政
に
つ
い
て

Ｑ
昨
年
度
開
催
さ
れ
た
農

地
の
地
域
計
画
の
策
定
後
の

取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
今
後
、
計
画
を
更
新
す

る
こ
と
で
10
年
後
の
目
標
地

図
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
圃
場
整
備
中
地
区
の
地

域
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
促
進
計
画
の
変
更
に
合

わ
せ
た
地
域
計
画
の
更
新
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て

の
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
令
和
７
年
度
か
ら
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
生
息
環
境
管

理
支
援
事
業
を
始
め
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄

地
の
把
握
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ａ
農
業
委
員
会
に
お
い
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
農
業
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
区
域
内
の
農
地
を
巡

回
し
、
現
地
の
状
況
を
確
認

し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
昨
年
、
改
正
さ
れ
た
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
お
い
て
、
本
市
に

お
け
る
農
業
振
興
地
域
を
伺

い
ま
す
。

Ａ
本
市
に
お
け
る
農
業
振

興
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
主

に
上
野
地
区
及
び
総
野
地
区

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
詳
細

な
農
用
地
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
地
番
が
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
中
国
な
ど
の
海
外
資
本

で
の
購
入
や
転
売
が
不
動
産

価
格
の
上
昇
要
因
と
の
報
道

を
目
に
し
た
が
、
田
畑
な
ど

の
不
動
産
が
投
機
目
的
な
ど

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
勝
浦

市
独
自
の
条
例
の
制
定
を
検

討
す
る
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
土
地
取
引
に
対
す
る
法

的
な
規
制
は
、
ま
ず
国
策
と

し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り

難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
施
設
の
耐
用
年
数
と
老

朽
化
の
認
識
を
伺
う
。

Ａ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用

年
数
か
ら
50
程
度
と
言
わ
れ

て
お
り
、
各
漁
港
共
に
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

Ｑ
施
設
の
点
検
実
態
を

伺
う
。

Ａ
各
漁
港
共
に
年
１
回
、

農
林
水
産
課
の
技
師
が
現
地

に
赴
き
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
古
い
施
設
ほ
ど
加
速
的

に
老
朽
化
が
進
む
と
考
え
て

い
る
。
現
状
に
合
っ
た
管
理

や
点
検
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
と
思
う
が
市
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ
現
在
、
機
能
保
全
計
画

に
基
づ
き
修
繕
を
進
め
て
い

る
が
、
古
い
計
画
で
あ
る
こ

と
か
ら
改
め
て
新
規
計
画
の

策
定
を
準
備
し
た
い
。

Ｑ
大
き
な
改
修
工
事
が
必

要
に
な
る
場
合
で
資
金
不
足

に
よ
る
延
期
は
認
め
ら
れ
な

い
。
財
源
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。

Ａ
多
額
の
費
用
を
一
般
財

源
で
賄
う
こ
と
は
厳
し
い
た

め
、
現
状
で
は
市
債
を
起
こ

し
て
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

Ａ
当
初
の
見
込
み
２
，

８
０
４
万
円
の
と
こ
ろ
実
績

は
１
，２
４
０
万
円
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ
中
高
生
海
外
研
修
助
成

事
業
の
成
果
と
評
価
を
伺
う
。

Ａ
現
在
ま
で
に
助
成
金
の

申
請
は
無
い
。
理
由
と
し
て

は
社
会
情
勢
の
影
響
の
他
、

事
業
に
つ
い
て
知
ら
な
い
中

高
生
や
保
護
者
が
い
る
た
め

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
事
業
周
知
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
た
の
か
伺
う
。

Ａ
中
学
生
に
対
し
て
は
集

会
説
明
と
チ
ラ
シ
配
布
を

行
っ
た
。
高
校
生
に
対
し
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や
掲

示
物
、
広
報
等
で
周
知
を

行
っ
た
。
今
後
、
よ
り
効
果

的
な
周

知
方
法

を
探
っ

て
い
き

た
い
。
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

編集後記

　私は将来、保育士になりたいと思っています。
自分に妹ができたことで、小さい子どもと関わ
る仕事に就けたらいいなと思ったことがきっか
けです。妹とは幼い頃から仲良く過ごし、妹の
友達とも一緒に遊ぶ機会がありました。そんな
中で、保育士になりたいという思いが強くなっ
てきました。
　なるためには、保育士の資格を取得しなけれ
ばなりません。そのために今から一生懸命勉強
して、保育士の資格が取得できる大学に進学し
たいと思っています。そして、多くの子どもを
笑顔にできる保育士を目指したいと思います。勝浦中学校　３年

鈴
すず

木
き

　稔
みの

梨
り

 さん

　本会議前に行われた子どもたちの表彰。さまざまなジャンルで目標をもって取り組み、努力を続けてきた成果
として特集しました。
　「継続は力」自分には少々苦手な部分ではありますが、子どもたちから改めてその意義を教えていただいた気
持ちです。

広報広聴常任委員　狩野　光一

議会のうごきについて報告します
 （令和８年２月～４月）

きみの未来、あなたの未来

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで
勝浦市ホームページ　勝浦市議会サイト
https://www.city.katsuura.lg.jp/site/gikai/

２月 ３日

４日
６日

８日
９日

10 日
13 日
16 日

　

21日
24 日
26 日
27 日

３月 ４日
５日

全員協議会
千葉県市議会議長会研修会（千葉市）
国民健康保険事業の運営に関する協議会
全国高速自動車道市議会協議会総会

（東京都）
ビッグひな祭り成功祈願祭
宮城県柴田町行政視察受入
青森県八戸市行政視察受入
黒船「ハーマン号」慰霊祭（官軍塚）
夷隅広域第１回組合議会定例会

（いすみ市）
南房総広域水道企業団運営協議会

（大多喜町）
ビッグひな祭りオープニングセレモニー
議会運営委員会
３月定例会　本会議　初日・議会表彰式
本会議　
本会議　一般質問
本会議　一般質問

６日
９日

10 日
11日

12・13 日
16 日
17 日

20 日

21日
25 日
29 日

４月　７日
９日

15 日
23・24 日

本会議　質疑
本会議　質疑・予算審査特別委員会
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会・議会運営委員会
予算審査特別委員会
都市計画審議会
本会議　最終日　
全員説明会・広報広聴常任委員会
豊浜小学校閉校式典・興津小学校閉校
式典
総野小学校閉校式典
議会改革検討委員会
香取市合併２０周年記念式典（香取市）
成美学園高等學校入学式
上野小学校統合式典・勝浦小学校統合
式典
千葉県市議会議長会（千葉市）
関東市議会議長会定期総会

（群馬県高崎市）

議 会 の う ご き
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